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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいてネットワークから制御情報を受信する方法であって、
　前記方法は、
　複数の１対多型サービスの情報を受信することであって、前記複数の１対多型サービス
が複数のグループに分割されている、ことと、
　第１時間間隔中に複数のメッセージを受信することであって、前記第１時間間隔は、複
数の第２時間間隔に分割されており、前記グループの数は、前記第２時間間隔の数に等し
く、前記複数のグループの各々は、前記複数の第２時間間隔のそれぞれの第２時間間隔に
関連付けられており、前記複数のメッセージは、変更済みの情報（ＭＳＩ）メッセージと
、未変更の情報（ＵＳＩ）メッセージとを含み、前記ＭＳＩメッセージの各々は、前記複
数の第２時間間隔のうちのいずれか１つの第２時間間隔中に受信され、かつ、前記複数の
１対多型サービスのうちのいずれか１つの１対多型サービスの変更済みの情報を含み、前
記ＵＳＩメッセージの各々は、それぞれの１対多型サービスに関連付けられており、かつ
、前記それぞれの１対多型サービスの未変更の情報を含み、かつ、前記それぞれの１対多
型サービスを含むグループに関連付けられた特定の第２時間間隔中に前記それぞれの１対
多型サービスの変更済みの情報を含むＭＳＩメッセージが受信されないときに前記特定の
第２時間間隔中に受信される、ことと、
　前記受信されたＭＳＩメッセージおよびＵＳＩメッセージから前記制御情報を取得する
ことと
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　を含む、方法。
【請求項２】
　前記複数のメッセージは、制御チャンネルを介して受信される、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記制御チャンネルは、マルチメディア放送／マルチキャストサービス制御チャンネル
（ＭＣＣＨ）である、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記変更済みの情報および前記未変更の情報のうちの少なくとも１つは、前記第１時間
間隔中に更新される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　無線通信システムにおいてネットワークから移動端末に制御情報を送信する方法であっ
て、
　前記方法は、
　複数の１対多型サービスを複数のグループにグループ分けすることと、
　前記複数のグループの情報を送信することと、
　第１時間間隔中に複数のメッセージを送信することであって、前記第１時間間隔は、複
数の第２時間間隔に分割されており、前記グループの数は、前記第２時間間隔の数に等し
く、前記複数のグループの各々は、前記複数の第２時間間隔のそれぞれの第２時間間隔に
関連付けられており、前記複数のメッセージは、変更済みの情報（ＭＳＩ）メッセージと
、未変更の情報（ＵＳＩ）メッセージとを含み、前記ＭＳＩメッセージの各々は、前記複
数の第２時間間隔のうちのいずれか１つの第２時間間隔中に送信され、かつ、前記複数の
１対多型サービスのうちのいずれか１つの１対多型サービスの変更済みの情報を含み、前
記ＵＳＩメッセージの各々は、それぞれの１対多型サービスに関連付けられており、かつ
、前記それぞれの１対多型サービスの未変更の情報を含み、かつ、前記それぞれの１対多
型サービスを含むグループに関連付けられた特定の第２時間間隔中に前記それぞれの１対
多型サービスの変更済みの情報を含むＭＳＩメッセージが送信されないときに前記特定の
第２時間間隔中に送信される、ことと
　を含み、
　前記制御情報は、前記送信されたＭＳＩメッセージおよびＵＳＩメッセージから取得さ
れる、方法。
【請求項６】
　前記複数のメッセージは、制御チャンネルを介して送信される、請求項５に記載の方法
。
【請求項７】
　前記制御チャンネルは、マルチメディア放送／マルチキャストサービス制御チャンネル
（ＭＣＣＨ）である、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記変更済みの情報および前記未変更の情報のうちの少なくとも１つは、前記第１時間
間隔中に更新される、請求項５に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は制御情報の送受信方法に係り、さらに詳しくは、１対多型マルチメディアマル
チキャストサービスのための制御情報の送受信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１は、従来の技術によるＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃ
ｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）の網構造を示している。より具体的に、Ｕ
ＭＴＳシステムは、ユーザー端末（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ：ＵＥ）とＵＴＭＳ無
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線接続網（ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏ
ｒｋ：ＵＴＲＡＮ）及び核心網（Ｃｏｒｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ：ＣＮ）により構成されてい
る。ＵＴＲＡＮは１以上の無線網サブシステム（Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｓｕｂ－
ｓｙｓｔｅｍｓ：ＲＮＳ）をさらに備えてなり、それぞれのＲＮＳは、１つの無線網制御
器（Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ：ＲＮＣ）と、このＲＮＣによ
り管理される１以上の基地局ＮｏｄｅＢとにより構成されている。なお、１つのＮｏｄｅ
Ｂには、１以上のセルが存在している。以降、ＵＥは、移動端末、移動局、端末などとし
て呼ばれることもある。
【０００３】
　図２は、第３世代移動体通信システムの標準化プロジェクト（３ＧＰＰ）無線接続網の
規格に基づく端末とＵＴＲＡＮとの間の無線インタフェースプロトコルの構造を示してい
る。図２に示すように、無線インタフェースプロトコルは、下から上への水平的に、物理
階層と、データリンク階層及びネットワーク階層により構成されている。また、インタフ
ェースプロトコルは、左から右への垂直的に、データ情報を送信するためのユーザー平面
と、制御信号を送信するための制御平面とにより構成されている。これらのプロトコル階
層は、開放型システム間相互接続（Ｏｐｅｎ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔ
ｉｏｎ：ＯＳＩ）基準モデルの下位３階層を基に、第１の階層（Ｌ１）、第２の階層（Ｌ
２）及び第３の階層（Ｌ３）に分けられる。
【０００４】
　第１の階層（Ｌ１）あるいは物理階層は、上位階層に情報送信サービスを提供するため
に、物理チャンネルを用いる。構造的に、物理階層は、上位にある媒体接続制御（Ｍｅｄ
ｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ：ＭＡＣ）階層とは送信チャンネルを介して接続
されており、この送信チャンネルを介して媒体接続制御階層と物理階層との間におけるデ
ータの送信が行われる。これと同時に、物理階層の送信側と受信側との間におけるデータ
送信も物理チャンネルを介して行われる。
【０００５】
　第２の階層（Ｌ２）の媒体接続制御（ＭＡＣ）階層は、上位階層あるいは無線リンク制
御（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ：ＲＬＣ）階層に情報を送信するために、論
理チャンネルを用いる。ＲＬＣ階層は信頼性のあるデータの送信に対応しており、上位階
層から送られてくるＲＬＣサービスデータ単位（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ：
ＳＤＵ）の分割及び／または連結を行うことができる。
【０００６】
　第３の階層（Ｌ３）の無線リソース制御（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒ
ｏｌ：ＲＲＣ）階層は、制御平面においてのみ動作する。ＲＲＣは、無線ベアラー（Ｒａ
ｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ：ＲＢ）の設定、再設定及び解放と関連して、論理チャンネル、送
信チャンネル及び物理チャンネルを制御する。ここで、ＲＢとは、端末とＵＴＲＡＮとの
間におけるデータの送信のために、第２の階層から提供されるサービスのことを言う。通
常、ＲＢの設定とは、特定のサービスを提供するために必要となるプロトコル階層及びチ
ャンネルの特性を規定し、且つ、それぞれの具体的なパラメータ及び動作方法を設定する
過程を意味する。
【０００７】
　マルチメディア放送／マルチキャストサービス（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃ
ａｓｔ／Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ：ＭＢＭＳ）を詳述する。ＭＢＭＳは、Ｍ
ＢＭＳベアラーサービスを用いて複数のユーザー端末にストリーミングあるいはバックグ
ラウンドサービスを提供する。ＭＢＭＳサービスは１以上のセッションから構成され、Ｍ
ＢＭＳデータは、セッションが進行中である場合に限って、ＭＢＭＳベアラーサービスを
介して送信される。
【０００８】
　図３は、従来の技術による、ユーザー端末側からのＭＢＭＳサービスの構成図である。
図３に示すように、ＵＴＲＡＮは、ＲＢを用いてＭＢＭＳベアラーサービスをユーザー端
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末に提供する。ここで、ＲＢは、２種類の方式、すなわち、１対１型無線ベアラーと１対
多型無線ベアラーとにより表すことができる。ここで、１対１無線ベアラーは両方向の無
線ベアラーであり、論理チャンネル（すなわち、Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｔｒａｆｆｉｃ　
Ｃｈａｎｎｅｌ：ＤＴＣＨ）と、送信チャンネル（すなわち、Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｈ
ａｎｎｅｌ：ＤＣＨ）と、物理チャンネル（すなわち、Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ：ＤＰＣＨ）または副共通制御物理チャンネル（すなわち、Ｓｅ
ｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ：
ＳＣＣＰＣＨ）と、から構成されている。また、１対多型無線ベアラーは一方向の下り無
線ベアラーであり、図３に示すように、論理チャンネル（すなわち、ＭＢＭＳ　Ｔｒａｆ
ｆｉｃ　Ｃｈａｎｎｅｌ：ＭＴＣＨ）と、送信チャンネル（すなわち、Ｆｏｒｗａｒｄ　
Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ：ＦＡＣＨ）と、物理チャンネル（すなわち、ＳＣＣＰＣ
Ｈ）と、から構成されている。論理チャンネルＭＴＣＨは、一つのセルに提供されるそれ
ぞれのＭＢＭＳサービスがセルに提供される間に設定され、ユーザー平面データを複数の
端末に提供するために用いられる。
【０００９】
　論理チャンネルＭＢＭＳ制御チャンネル（ＭＣＣＨ）は、ＭＢＭＳと関連する制御情報
を送信するために用いられる１対多型下りチャンネルである。論理チャンネルＭＣＣＨは
下りアクセスチャンネル（ＦＡＣＨ）にマッピングされ、ＦＡＣＨはＳＣＣＰＣＨにマッ
ピングされる。一つのＭＣＣＨは一つのセルにのみ存在する。
【００１０】
　上述した従来の方法は、下記の問題点がある。従来の技術においては、ＵＴＲＡＮが１
変更周期中に大量のＭＣＣＨ情報を送信しようとする場合、ＵＴＲＡＮは、ＭＣＣＨ送信
速度を上げること、あるいは、送信周期を簡単に延ばすことが余儀なくされていた。しか
しながら、ＭＣＣＨ送信速度を上げる場合、ＮｏｄｅＢは一層多くの電力を消費し、これ
と同時に、ＭＣＣＨ情報の更新が遅れてしまうことがあった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は、上述した従来の技術の限界及び不都合に起因する１以上の問題点を実質的に
回避可能な１対多型マルチメディアマルチキャストサービスにおける制御情報の送受信方
法に関する。
【００１２】
　本発明の目的は、無線通信システムにおけるネットワークからの放送情報の受信方法を
提供するところにある。
【００１３】
　本発明の他の目的は、無線通信システムにおけるネットワークから移動端末への放送情
報の送信方法を提供するところにある。
【００１４】
　本発明のさらに他の目的は、サービス情報の取得方法を提供するところにある。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明のさらなる特徴、目的及び特徴は、本発明の技術分野における通常の知識を持っ
た者にとって自明な後述する明細書に開示されるか、あるいは、発明の実施から学習され
るであろう。本発明の別の目的及び利点は、開示された説明及び添付図面、並びに特許請
求の範囲において特別に指摘された構成により実現されてかつ獲得されるであろう。  
【００１６】
　本発明の諸目的と他の長所を達成するために、本発明の具体的で且つ好適な特徴によれ
ば、移動端末を備える無線通信システムにおけるネットワークからの放送情報の受信方法
は、前記移動端末が特定数にグループ分けされた情報を受信する。また、前記無線通信シ
ステムに備えられた移動端末は、それぞれのメッセージがそれぞれの時間間隔に対応する
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場合、前記特定数にグループ分けされた情報に基づいて、複数のメッセージを受信し、ま
た、受信された複数のメッセージから放送情報を取得する。
【００１７】
　また、本発明の他の特徴によれば、無線通信システムにおけるネットワークから移動端
末への放送情報の送信方法が開示される。この方法においては、ネットワークが複数の情
報を特定数にグループ分けし、それぞれの特定のグループに時間間隔を割り当てる。また
、ネットワークは、特定数にグループ分けされた情報を送信し、それぞれメッセージがそ
れぞれの時間間隔に対応する場合、前記複数のメッセージを送る。
【００１８】
　さらに、本発明のさらに他の特徴によれば、無線通信システムにおけるネットワークか
らの放送情報の受信方法が開示される。この方法においては、ネットワークは、最初のメ
ッセージは特定数にグループ分けされた情報を含み、且つ、次のメッセージはそれぞれの
グループに割り当てられた要素の一覧を含んでいる場合、制御チャンネルを介して複数の
メッセージを受信する。次いで、ネットワークは、それぞれの次のメッセージがそれぞれ
の時間間隔に対応する場合、次のメッセージを受信し、前記受信された次のメッセージか
ら放送情報を取得する。
【００１９】
　さらにまた、本発明のさらに他の特徴によれば、サービス情報を取得する方法が開示さ
れる。さらに詳しくは、移動端末は、少なくとも１つの変更周期中に複数のメッセージを
受信し、複数のメッセージの内容を保存する。このとき、前記移動端末は、変更周期の長
さが「０」よりも大きな整数である場合、保存された複数のメッセージから変更周期の長
さを取得し、前記変更周期の長さが「０」である場合、複数のメッセージの受信を終了す
る。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明に係る前述した課題を解決するための手段の説明と後述する実施形態の説明は、
例示であり、説明目的のものであり、本発明のさらなる説明を提供することを意図してい
ることを理解すべきである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、添付図面に基づき、本発明の好適な実施形態について詳細に説明する。なお、図
中、同じ構成要素には、できる限り同じ参照符号を付してある。
【００２２】
　図４は、ＭＣＣＨ情報の送信方式の一例を示している。ＭＣＣＨは、放送情報の一例で
ある。より具体的に、ＭＢＭＳサービスを提供するＵＴＲＡＮは、ＭＣＣＨチャンネルを
介してＭＣＣＨ情報を複数のユーザー端末に送る。ＭＣＣＨ情報は、変更周期と繰り返し
周期に応じて周期的に送信される。さらに、ＭＣＣＨ情報は、重要情報と非重要情報とに
大別できる。このため、非重要情報は、全ての変更周期中及び繰り返し周期中に亘って送
信のために自由に変更可能である。これに対し、重要情報は、専ら変更周期中に限って変
更可能である。すなわち、重要情報はそれぞれの繰り返し周期ごとに１回ずつ繰り返し送
信され、変更された重要情報は専ら変更周期の立ち上げ時に限って送信される。
【００２３】
　ここで、ＭＣＣＨ情報とは、ＭＢＭＳと関連する制御メッセージ（すなわち、ＭＢＭＳ
と関連するＲＲＣメッセージ）を言う。ＭＣＣＨ情報は、ＭＢＭＳ変更サービス情報（Ｍ
ｏｄｉｆｉｅｄ　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ：ＭＳＩ）と、ＭＢＭＳ未
変更サービス情報（Ｕｎｍｏｄｉｆｉｅｄ　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
：ＵＳＩ）と、ＭＢＭＳ１対多型無線ベアラー情報（Ｐｏｉｎｔ－Ｔｏ－Ｍｕｌｔｉｐｏ
ｉｎｔ　ＲＢ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）と、アクセス情報と、を含んでいる。これらの
ＭＣＣＨ情報のうち、アクセス情報メッセージは非重要情報に分類されるのに対し、残り
のＭＣＣＨ情報メッセージは重要情報に分類される。
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【００２４】
　ＵＴＲＡＮがＭＣＣＨ情報に含まれている全てのメッセージを送るとき、もし、その送
信対象となるメッセージが特定のサービスに関する情報を含んでいるとすれば、その送信
対象となるメッセージにＭＢＭＳ送信識別子が含まれる。詳しくは、ＭＢＭＳ送信識別子
は、ＭＢＭＳセッション識別子と、ＭＢＭＳサービス識別子とにより構成されている。も
し、ＭＢＭＳＭＳＩメッセージを送るとしたとき、その送信対象となるメッセージには、
ＭＢＭＳ送信識別子とこの送信識別子に対応するサービス関連情報が含まれる。
【００２５】
　加えて、図３に示すように、ＵＴＲＡＮは、ＭＢＭＳ通知指示子チャンネルを介してデ
ータを周期的に送信する。ここで、データは、ＭＣＣＨ情報が更新されるかどうかを報知
するための情報を含んでいる。もし、ユーザー端末がある一つのＭＢＭＳサービスのみを
提供されたい場合、そのユーザー端末はサービスの特定のセッションが始まる前にはＭＣ
ＣＨあるいはＭＴＣＨを介してデータを受信することなく、周期的にＭＩＣＨを介してデ
ータを受信する。参考までに、本願出願の説明において、ＭＣＣＨ情報の更新とは、ＭＣ
ＣＨ情報に対する特定の項目の生成、追加、変更、若しくは除去を言う。
【００２６】
　変更周期中にＭＣＣＨ情報が更新されるかどうかを報知するために、ＵＴＲＡＮは、Ｍ
ＩＣＨとＭＳＩメッセージを介してデータを送信する。ＭＳＩメッセージは、現在のセル
において当該変更周期中に更新されるあらゆるサービスの識別子情報と、当該サービスに
加入しているユーザー端末に関する動作情報とを含んでいる。このとき、識別子情報とし
ては、ＭＢＭＳ送信識別子が用いられる。ここで、ＭＢＭＳ送信識別子は、特定のサービ
スを示すＭＢＭＳサービス識別子からのみ構成されてもよく、特定のサービスの特定のセ
ッションを示すＭＢＭＳセッション識別子とＭＢＭＳサービス識別子とが組み合わせられ
てなってもよい。
【００２７】
　なお、前記変更周期中に未変更のサービスの識別子情報は、ＵＳＩメッセージを介して
送信される。このとき、当該サービスのＭＢＭＳ送信識別子が識別情報として用いられる
。
【００２８】
　特定のＭＢＭＳサービスのセッションが活性化されると、ＵＴＲＡＮはＭＩＣＨを介し
て通知識別子（ＮＩ）を送る。ＮＩとは、特定のＭＢＭＳサービスの受信を希望するユー
ザー端末にＭＣＣＨからデータを受信せよとの旨を指示することを言う。ＭＩＣＨを介し
てデータを受信する間に、ユーザー端末は、まず、当該変更周期中に自分が受信しようと
するＭＢＭＳサービスが変更されているかどうかを把握するために、ＭＳＩメッセージを
受信する。このとき、もし、ＭＢＭＳサービスが変更されている場合、ユーザー端末は変
更済みのＭＣＣＨ情報を取得する。なお、ユーザー端末は、１変更周期中に送られてくる
ＭＳＩメッセージとＵＳＩメッセージを受信して、当該変更周期中に現在のセルにおいて
提供されているあらゆるサービスの一覧を作成することができる。
【００２９】
　もし、ユーザー端末が１対多型無線ベアラーを用いて特定のＭＢＭＳサービスを受信し
ようとする場合、ユーザー端末は、ＭＣＣＨチャンネルを介してＲＢ情報を含んでいるＭ
ＣＣＨ情報を受信することができ、１対多型ＲＢをユーザー端末に割り当てるために受信
したＭＣＣＨ情報を用いる。ユーザー端末が１対多型ＲＢを設定した後、ユーザー端末は
、ＭＴＣＨのマッピングされたＳＣＣＰＣＨを介してデータを受信し続けることができ、
ＭＴＣＨを介して送られてくる特定のＭＢＭＳサービスのデータを取得する。
【００３０】
　ＵＴＲＡＮは、ＭＴＣＨを介して不連続してＭＢＭＳデータを送信することができる。
このとき、ＵＴＲＡＮは、図３に示すように、ＳＣＣＰＣＨのＭＢＭＳスケジューリング
チャンネル（ＭＳＣＨ）を介して周期的にスケジューリングメッセージをユーザー端末に
送る。ここで、スケジューリングメッセージは、１スケジューリング周期中に送られてく
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るＭＢＭＳデータの送信開始点と送信周期を報知する。このために、ＵＴＲＡＮは、ユー
ザー端末にスケジューリング情報のスケジューリング周期を予め報知することを余儀なく
される。
【００３１】
　下記表１は、本発明の好適な一実施形態による、サービス変更がない場合におけるＭＳ
Ｉメッセージ及びＵＳＩメッセージの構成を示している。
（表１）
【００３２】
【表１】

　本発明の実施形態において、ＵＳＩメッセージは、ＵＳＩ周期（ＵＰ）の度に変更可能
であり、ＭＳＩメッセージは、変更周期（Ｍｏｄｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｐｅｒｉｏｄ：Ｍ
Ｐ）の度に変更可能である。ＵＰの長さは、ＭＰの長さのＳ倍となる。上記表１によれば
、ＵＰの長さは、ＭＰの長さよりも３倍長い。ここで、Ｓは３である。換言すると、一つ
のＵＰは３つのＭＰを含む。また、ＵＰ及びＭＰの長さは時間間隔で表されうる。この時
間間隔は、同じ長さであっても、異なる長さであってもよい。
【００３３】
　上記表１に示すように、未変更サービスの情報は、この３つのＭＰの一つに分類されて
グループ分けされる。ＵＳＩメッセージが１ＭＰ中に全ての未変更サービスの情報を送信
していた従来の技術とは異なり、本発明の実施形態によるＵＳＩメッセージは未変更サー
ビスの情報の一部（あるいは、特定の部分）を送信する。これを実現するために、当該セ
ルにおいてセッションが進行中の全てのＭＢＭＳサービスはＳのサービスグループ（Ｇ１
、Ｇ２、Ｇ３グループ）に分けられ、それぞれのグループは異なるＭＰに割り当てられる
。ここで、ＭＰのＳは一つのＵＰを含む。
【００３４】
　例えば、１番目のサービスから５番目のサービスまではＧ１に属し、６番目のサービス
から１０番目のサービスまではＧ２に属し、１１番目のサービスから１４番目のサービス
まではＧ３に属するという風にサービスがグループ分けされてもよい。上記表１を参照す
れば、１番目のサービスから５番目のサービスはＵＰ＃１内のＭＰ（ＭＰ＃１）に割り当
てられ、ＵＰ＃１内のＭＰ（ＭＰ＃２）には６番目のサービスから１０番目のサービスが
割り当てられ、残りの１１番目のサービスから１４番目のサービスまではＵＰ＃１内のＭ
Ｐ（ＭＰ＃３）に割り当てられる。もし、特定のサービスがＵＰ内の特定のＭＰに割り当
てられたとしたとき、その割当ては、後続するＵＰに対して同様に行われる。このような
割当ては当該サービスのセッションが終了するまで維持される。
【００３５】
　本発明の実施形態によれば、ＵＴＲＡＮは、当該セルのサービス情報を含んでいるＭＳ
Ｉ及びＵＳＩメッセージをユーザー端末に送る。ＭＳＩ及びＵＳＩメッセージが受信され
る前に、ユーザー端末は、グループのＳ番号と関連する情報を取得する。このため、ユー
ザー端末は、グループのＳ番号に基づいて、複数のメッセージを連続して受信する。ここ
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で、それぞれのＭＳＩメッセージ若しくはＵＳＩメッセージは時間間隔に対応するか、あ
るいは、周期の長さを異ならせて設定する。
【００３６】
　上記表１は、任意のＭＰ中に変更または修正すべきサービス情報がない場合におけるシ
ナリオを示している。すなわち、表１に示すように、ＭＰ＃１～ＭＰ＃６中に変更がない
（すなわち、ＭＳＩメッセージがない）。このように、サービス情報はＵＳＩにのみ含ま
れるが、サービスに変更がないためにＭＳＩメッセージには含まれない。ここで、サービ
ス（例えば、１番目のサービス、８番目のサービス、１４番目のサービス）が、特定のＭ
Ｐ／ＵＰ中にＭＳＩメッセージ及び／またはＵＳＩメッセージにおいて送られてきた情報
を示す。
【００３７】
　下記表２は、ＭＰ＃５を除くそれぞれのＭＰ中に変更すべきサービス情報がある場合に
おけるシナリオを示している。
（表２）
【００３８】
【表２】

　従来の技術のように、もし、当該サービスの情報の変更が特定のＭＰ中に示された場合
、ＭＳＩメッセージは特定のＭＰ中に送られる。すなわち、ＭＳＩメッセージは、そのサ
ービスが属するサービスグループ（Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３）とは無関係に、その変更済みのサ
ービスの識別子情報を含む。ところが、特定のＭＰ中に送られるＵＳＩメッセージは、当
該サービスの情報がそのＭＰに変更されず、そのサービスがそのＭＰに割り当てられたサ
ービスグループに属する場合に限ってそのサービスの情報を含む。しかしながら、特定の
ＭＰ中に送られてきたＵＳＩメッセージは変更済みのサービス情報を含んでおらず、未変
更のサービスの情報のみがその特定のＭＰに割り当てられる。
【００３９】
　例えば、上記表２を参照すれば、サービス情報の変更はＭＰ＃１の２番目のサービス及
び８番目のサービスにより示される。また、サービス情報の変更はＭＰ＃２の２番目のサ
ービス及び３番目のサービス、５番目のサービスにより示され、さらなるサービス情報の
変更はＭＰ＃３の１１番目のサービス及び１４番目のサービスにより示される。ＭＰ＃１
において、２番目のサービスの情報は既にＭＰ＃１に割り当てられているため、２番目の
サービスと関連する変更済みのサービス情報はＭＰ＃１のＵＳＩには含まれず、ＭＰ＃１
のＭＳＩにのみ含まれる。また、８番目のサービスの情報はＭＰ＃２に割り当てられてい
るため、８番目のサービスと関連する未変更のサービス情報はＭＰ＃１のＭＳＩにも含ま
れ、未変更の８番目のサービスの情報もＭＰ＃２のＵＳＩに含まれる。ここで、８番目の
サービスの情報が次の周期（すなわち、ＭＰ＃２）中に再び変更されなければ、８番目の
サービスの情報は変更されずに割り当てられたままで含まれる。
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　ＭＰ＃２において、２番目のサービスの情報に対する変更はＭＰ＃２に示されているた
め、変更済みの２番目のサービスの情報はＭＰ＃２のＭＳＩメッセージに含まれる。たと
え、２番目のサービスの情報がＭＰ＃１に割り当てられてはいたが、２番目のサービスの
情報がＭＰ＃１中に変更されたため、ＭＰ＃１のＵＳＩメッセージには含まれない。変更
済みのサービス情報は対応するＭＰのＭＳＩメッセージに含まれる。
【００４１】
　ＭＰ＃３において、１１番目及び１２番目のサービスの情報は既にＭＰ＃３に割り当て
られているため、変更済みのサービス情報はＭＳＩに含まれ、残りの１２番目及び１３番
目のサービスの情報は未変更のものであるためにＵＳＩに含まれる。
【００４２】
　ＵＰ＃２においては、１０番目のサービスの情報及び１２番目のサービスの情報に対す
る変更はＭＰ＃４に示されており、８番目のサービスの情報及び１２番目のサービスの情
報に対する変更はさらにＭＰ＃６に示されている。このように、これらの変更済みのサー
ビス情報は対応するＭＰのＭＳＩメッセージに含まれる。ここで、変更済みの１０番目の
サービスの情報はＭＰ＃４に示されているため、変更済みのサービス情報はＭＰ＃４のＭ
ＳＩメッセージに含まれ、これと同時に、変更済みの１０番目のサービスの情報は既に割
り当てられたＭＰ＃５のＵＳＩメッセージにも含まれる。さらに、変更済みの１２番目の
サービスの情報はＭＰ＃４及びＭＰ＃６に含まれているため、このサービスは当該ＭＰの
ＭＳＩに含まれる。また、変更済みの１２番目のサービスの情報はＭＰ＃６のＭＳＩメッ
セージに含まれているため、ＭＰ＃６のＵＳＩメッセージには含まれない。結局、変更済
みの８番目のサービスの情報はＭＰ＃６に示されているため、変更済みの８番目のサービ
スの情報はＭＰ＃６のＭＳＩメッセージに含まれるだけではなく、割り当てられたＭＰ＃
５のＵＳＩメッセージにも含まれる。
【００４３】
　本発明の実施形態において、全ての変更周期中に送られてくるＭＣＣＨ情報は当該変更
周期中にＭＳＩメッセージ及びＵＳＩメッセージに含まれるサービスの情報のみを送信す
る。例えば、ＭＣＣＨ（例えば、ＭＢＭＳ１対多型無線ベアラー情報、ＭＢＭＳ一般情報
、ＭＢＭＳアクセス情報－ＭＣＣＨ情報）を介して送られてきたメッセージは、ＭＰ＃６
のＭＳＩメッセージ及びＵＳＩメッセージを介して送られる８番目のサービス、１１番目
のサービス、１２番目のサービス、１３番目のサービス及び１４番目のサービスと関連す
るＭＣＣＨ情報のみを送信する。なお、他の実施形態においては、それぞれの変更周期中
に送られてくるＭＣＣＨ情報は、ユーザー端末が属するＵＰ内にある全てのサービスに関
するＭＣＣＨ情報を含むことができる。
【００４４】
　下記表３は、特定のサービスのセッションが開始または終了するとき、その特定のサー
ビス情報がどのように送信されるかについての一例を示す。
（表３）
【００４５】
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【表３】

　特定のサービスのセッションが活性化される場合、ＵＴＲＡＮは、特定のサービスグル
ープに割り当てを行う。このため、ＵＴＲＡＮは、特定のＭＰのＭＳＩメッセージにその
サービスの識別子情報を含んでいる。また、ＵＴＲＡＮは、そのサービスグループに割り
当てられたＭＰのＵＳＩメッセージにそのサービスの識別子情報を含んでいる。もし、Ｍ
ＳＩメッセージのＭＰとＵＳＩメッセージのＭＰが同じである場合、特定のサービスのサ
ービス識別子はそのＭＰのＭＳＩメッセージにのみ含まれる。
【００４６】
　上記表３に示すように、もし、ＭＰ＃２において１５番目のサービスのセッションの開
始を報知する場合、ＵＴＲＡＮは、１５番目のサービスの情報をＭＰ＃２のＭＳＩメッセ
ージに含め、１ＵＰ中に１５番目のサービスに割り当てられた最初のグループのＵＳＩメ
ッセージに１５番目のサービスの情報の識別子情報を送信する。このとき、１５番目のサ
ービスのセッションがＭＰ＃２において始まるため、１５番目のサービスの情報はＭＰ＃
１に含まれることなく、ＭＰ＃４から始まるＵＳＩメッセージに含まれる。
【００４７】
　ＭＰ＃２から始まる１７番目のサービスのセッションに対して、１７番目のサービスの
情報はＭＰ＃２のＭＳＩに含まれる。また、ＵＴＲＡＮが１７番目のサービスの情報をＵ
Ｐの２番目のグループ（すなわち、ＭＰ＃２、ＭＰ＃５）に割り当てたため、この後、１
７番目のサービスの情報はＭＰ＃５のＵＳＩメッセージに含まれる。
【００４８】
　ＭＰ＃４から始まる１６番目のサービスのセッションに対して、１６番目のサービスの
情報はＭＰ＃４のＭＳＩに含まれる。また、ＵＴＲＡＮが１６番目のサービスの情報をＵ
Ｐの３番目のグループ（すなわち、ＭＰ＃３、ＭＰ＃６）に割り当てたため、この後、１
６番目のサービスの情報はＭＰ＃６のＵＳＩメッセージに含まれる。
【００４９】
　しかしながら、もし、３番目のサービスのセッションの終了がＭＰ＃２に示された場合
、ＵＴＲＡＮは、３番目のサービスをＭＰ＃２のＭＳＩメッセージに含め、そもそも３番
目のサービスの情報が割り当てられている最初のグループ（すなわち、ＭＰ＃１）から３
番目のサービスの情報を削除する。このため、削除後には、３番目のサービスの情報は次
の当該ＭＰ中には送信されない。しかしながら、３番目のサービスは最初のグループ（す
なわち、ＭＰ＃１）に割り当てられているため、３番目のサービスの識別子情報はＭＰ＃
１においてはＵＳＩメッセージに含まれる。
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【００５０】
　また、もし、１１番目のサービスのセッションの終了がＭＰ＃３に示される場合、ＵＴ
ＲＡＮは、１１番目のサービスの情報をＭＰ＃３のＭＳＩメッセージに含め、そもそも１
１番目のサービスが割り当てられている３番目のグループから１１番目のサービスの情報
を削除する。このため、削除後、ＭＰ中には、１１番目のサービスの情報は次のＭＰ中に
それ以上送信されない。例えば、上記表３に示すように、ＭＰ＃３に１１番目のサービス
のセッションが終了する次の当該ＭＰ、すなわち、ＭＰ＃６は１１番目のサービスを含ん
でいない。しかしながら、３番目のサービスが最初のグループに予め割り当てられている
ため、３番目のサービスの識別子情報はＭＰ＃１のＵＳＩメッセージに含まれる。
【００５１】
　さらに、もし、ＵＴＲＡＮは、１０番目のサービスの情報をＭＰ＃４のＭＳＩメッセー
ジに含め、そもそも１０番目のサービスの情報が割り当てられている２番目のグループか
ら１０番目のサービスの情報を削除する。このため、この後、ＭＰ中には１０番目のサー
ビスの情報が送信されない。
【００５２】
　さらに、もし、１０番目のサービスのセッションの終了がＭＰ＃４に示される場合、Ｕ
ＴＲＡＮは、１０番目のサービスの情報をＭＰ＃４のＭＳＩメッセージに含め、そもそも
１０番目のサービスの情報が割り当てられている２番目のグループから１０番目のサービ
スの情報を削除する。このため、削除後、ＭＰ中には１０番目のサービスの情報は次のＭ
Ｐ中にそれ以上送信されない。
【００５３】
　識別子情報のグループがＭＳＩメッセージにおいて用いられる場合、全ての採用可能な
ＭＢＭＳサービス識別子は他のセルのユーザー端末に対応するために変更周期中に放送さ
れるので、そのグループに属する全てのサービスはＵＳＩメッセージに含まれる。
【００５４】
　図５は、本発明の好適な一実施形態によるユーザー端末のサービス情報の取得手順を示
している。本発明の実施形態において、ユーザー端末が特定のセルのサービス情報を完全
に取得するためには、ユーザー端末はＵＳＩ周期（ＵＰ）の長さに見合う分だけＭＳＩメ
ッセージ及びＵＳＩメッセージを受信しなければならない。ユーザー端末は、新たなセル
に移動した場合や最初にＭＢＭＳサービスを開始する場合、またはサービス情報の管理に
エラーが生じた場合に、そのセルの全てのサービス情報を取得するためにＵＰ中に前記メ
ッセージを受信する。このようにしてすべてのサービス情報を受信した後、ユーザー端末
は、サービス情報の状態を確認するために、ＭＳＩメッセージのみを受信する。ここで、
ユーザー端末の移動や動きがなければ、このような動作や手順を行う必要がない。
【００５５】
　ユーザー端末のサービス情報の取得手順を参照すると、ＵＴＲＡＮがＵＳＩ周期（ＵＰ
）の長さをＢＣＣＨあるいはＭＣＣＨを介してユーザー端末に送信する。ＵＰの長さをＭ
ＣＣＨを介して送信する場合、ＵＴＲＡＮは、ＵＰの長さを送信するために周期的に送ら
れてくるＭＳＩメッセージあるいはＵＳＩメッセージを用いることができる。好ましくは
、ＵＰの長さ情報はＵＳＩメッセージに含まれ、ＵＰの長さが変更または修正された場合
、変更されたＵＰの長さ情報はＭＳＩメッセージに含まれる必要がある。
【００５６】
　以下、図５の動作の詳細を説明する。特定のセルのサービス情報を完全に取得するため
に、ユーザー端末はＭＣＣＨチャンネルを介して情報を受信し、任意のある変更周期中に
ＭＳＩメッセージ及びＵＳＩメッセージを受信する。このとき、ユーザー端末はＭＳＩメ
ッセージ及びＵＳＩメッセージ（すなわち、サービス情報）の内容を保存する。ＭＳＩメ
ッセージ及びＵＳＩメッセージを用いる場合、ＵＰＤＭＬの長さが取得可能である。ここ
で、ＵＰの長さはＳ１で表され、Ｓ１の値は変更周期の長さの倍数に相当する。ユーザー
端末はＳ１値を保存し、ｍをＳ１（ｍ＝Ｓ１）に設定する（Ｓ１０）。
【００５７】
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　次いで、ユーザー端末は、次の変更周期中にＭＳＩメッセージ及びＵＳＩメッセージを
受信し、ＭＳＩメッセージ及びＵＳＩメッセージの内容を保存する。このとき、ＭＳＩメ
ッセージあるいはＵＳＩメッセージを用いて、ユーザー端末はＵＰの長さを取得する。こ
こで、ＵＰの長さはＳ２で表され、Ｓ２値は変更周期長さの倍数に相当する。このとき、
ユーザー端末はｍをｍ－１（ｍ＝ｍ－１）に設定する（Ｓ２０）。
【００５８】
　ステップＳ２０後、ユーザー端末は、前記受信したＳ２値が保存中のＳ１に等しいかど
うかを判断する（Ｓ３０）。もし、Ｓ２値がＳ１に等しくない場合、ユーザー端末はＳ２
値に置き換えたＳ１値を他のＳ１値に設定する。置き換えられたＳ１値は再保存され、ｍ
はＳ１に再設定される。ユーザー端末は、最近保存されたＭＳＩメッセージ及びＵＳＩメ
ッセージ（すなわち、現在のＭＰのＭＳＩメッセージ及びＵＳＩメッセージ）を除いて、
以前に保存されている全てのＭＳＩメッセージ及びＵＳＩメッセージを削除または除去す
る。この後、ユーザー端末は、ステップＳ２０の動作を行い直す（Ｓ４０）。
【００５９】
　前記Ｓ２値がＳ１値に等しい場合、ユーザー端末は、現在、ｍ値が０であるかどうかを
判断する。もし、ｍ値が０ではない場合、ユーザー端末は、ステップＳ２０の動作を行い
直す（Ｓ５０）。しかしながら、もし、ｍ値が０である場合、保存されているＭＳＩメッ
セージ及びＵＳＩメッセージは当該セルの全てのサービス情報を含んでおり、当該セルと
関連して受信さるべきサービス情報はそれ以上存在しないことが明らかである（Ｓ６０）
。
【００６０】
　図６は、本発明の動作を行う無線通信装置の構成図である。この無線通信装置１００は
、マイクロプロセッサーやデジタルプロセッサーなどのプロセッシングユニットモジュー
ル１１０と、ＲＦモジュール１３５と、電力制御モジュール１０６と、アンテナ１４０と
、バッテリー１５５と、ディスプレイモジュール１１５と、キーパッド１２０と、保存モ
ジュール１３０（例えば、ＲＯＭ、ＳＲＡＭ、フラッシュメモリー）と、スピーカー１４
５と、マイクロホン１５０と、を備えてなる。
【００６１】
　キーパッド１２０のボタンは押下による指令情報の入力のために用いられ、マイクロホ
ン１４５は、音声認識を活性化させるために用いられる。プロセッシングユニットモジュ
ール１１０は、ユーザー要求の機能を行うために、入力された指令を受信して処理するこ
とができる。また、ユーザー要求の機能を行うために、所要データが保存モジュール１３
０において検索されて使用可能である。さらに、プロセッシングユニットモジュール１１
０は、ユーザーの便宜のために、ユーザーの指令及び保存モジュール１３０からの検索デ
ータと関連する情報をディスプレイモジュール１１５上に表示可能である。
【００６２】
　プロセシングユニットモジュール１１０は、音声通信データを含む無線信号を送信する
ようにＲＦモジュール１３５に指示情報を送信することができる。ＲＦモジュール１３５
は、無線信号を送受信するために、送信器及び受信器を備える。ここで、無線信号は、最
終的にアンテナ１４０を用いて送受信される。もし、ＲＦモジュール１３５が無線信号を
受信可能であれば、プロセシングユニットモジュール１１０に無線信号を処理させるため
に、無線信号を基底帯域周波数に変換する。変換された信号は、スピーカー１４５を介し
て送信されるか、あるいは、読取り可能な形で送信される。ＲＦモジュール１３５は、ネ
ットワークからデータを受信するか、あるいは、無線通装置における測定または生成情報
をネットワークに送信するのに使用可能である。保存モジュール１３０は、無線通信装置
における測定または生成情報を保存するのに使用可能である。さらに、プロセシングユニ
ットモジュール１１０は、無線通信装置からのデータの受信、受信したデータの処理、ま
たは処理済みのデータの送信に好適に使用可能である。
【００６３】
　１対多型マルチメディアあるいはマルチキャストサービスを提供される無線ネットワー
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る制御情報がサービスグループ単位にグループ分けされてなる複数のサービスグループ制
御情報を受信する。また、プロセシングユニットモジュール１１０から周期的に受信され
た複数のサービスグループ制御情報が、無線通信装置１００が受信中のサービスに関する
制御情報を取得するために用いられる。さらに、サービスグループ単位にグループ分けさ
れた前記制御情報が、ＲＦモジュール１３５を制御するプロセシングユニットモジュール
１１０を介して繰り返し受信可能である。
【産業上の利用可能性】
【００６４】
　本発明は、本発明の精神及び必須的な特徴から逸脱しない限り、他の特定の形態に具体
化可能であることは、本発明における通常の知識を持った者にとって自明である。よって
、上述した詳細な説明はあらゆる側面から制限的なものとして解釈されてはならず、単な
る例示的なものに考慮さるべきである。本発明の範囲は請求範囲の合理的な解釈により決
定さるべきであり、本発明の等価的な範囲内におけるあらゆる変更は本発明の範囲に含ま
れる。
【図面の簡単な説明】
【００６５】
　本発明へのさらなる理解に一助となるために提供される添付図面は本願出願の一部を構
成するものとして含まれ、本発明の実施形態及び関連説明と一緒に本発明の原理を記述す
るために示される。 
【図１】従来の技術によるＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏ
ｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）のネットワーク構造を示す図。
【図２】従来の技術による、第３世代移動体通信システムの標準化プロジェクト（３ＧＰ
Ｐ）の無線接続網規格に基づくユーザー端末とＵＴＲＡＮとの間における無線インタフェ
ースプロトコルの構造を示す図。
【図３】従来の技術による、ＭＢＭＳサービスのためのユーザー端末側からのＭＢＭＳサ
ービスの構成を示す図。
【図４】従来の技術によるＭＣＣＨ情報の送信方式の一例を示す図。
【図５】本発明による、ユーザー端末によりサービス情報を取得する手順を示す図。
【図６】本発明の動作を行う移動端末などの無線通信装置の構成を示す図。



(14) JP 4900973 B2 2012.3.21

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(15) JP 4900973 B2 2012.3.21

【図５】 【図６】



(16) JP 4900973 B2 2012.3.21

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  チョン，　スン　ダク
            大韓民国　４３１－７１９　キョンギ－ド，　アニャン－シ，　ドンガン－ク，　ダラン－ドン，
            　セトビョル　ハンヤン　アパートメント，　６０１－１００７
(72)発明者  リー，　ヨン　デ
            大韓民国　４６５－０１２　キョンギ－ド，　ハナム－シ，　ドクプン　２－ドン，　３７０－４
            ３
(72)発明者  ユン，　ミュン　チュル
            大韓民国　１５６－０３２，　ソウル，　ドンチャク－ク，　サンド　２－ドン，　３５８－３６
            ，　２／２

    審査官  深津　始

(56)参考文献  LG Electronics，Optimization of MBMS Services Information message，TSG-RAN Working Gro
              up 2 #46bis R2-050844，２００５年　４月　４日，ＵＲＬ，http://www.3gpp.org/ftp/tsg_ran
              /WG2_RL2/TSGR2_46bis/Documents/R2-050844.zip

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H04W   4/00    -H04W  99/00


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

